



On Some Properties of Steels at Low
Temperatures








内藤正都 菊地 r 之
On Some Prope:r・tiesof Steels at Low Temperatures 
Masachika Naito and Kazuyuki Kikuchi 
Abstract 
The hardness test and the impact test were carried out on a s巴ries
of carbon steels in their various heat treated conditions at several tempe-
ratur巴sbetween十200and-1800C. 
The hardness values were found to increas巴 linearlywith decre旦se
in temperatures， but there was no direct correlatjon between Shore hard回
ncss values and the cold shortncss固










軟鋼 (0.30%C)，工具鋼 (0.90;，;;，C) を用いたが，こ j しは熱処珂を1j~ さずそのまま使用した。
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Mn P S Ni 
0.41 I 0.014 0.02ヲ 0.17
0.48 I 0.016 0.02ヲ 0.15
0.32 0.51 0.016 0.018 0.11 
No 1 10.12 0.27 
グ 2 I 0.28 I 0.30 
グ 3 1 0.47 
グ 4 0“I 0.32 
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試験Ji'v工1・I・Sによる 3号試験片(10mm x 10mm x 55mm~-Uノッチ〉を夫々 30木作
製 L，熱処理後硬度および1m}撃試験をただちに行なへるように研関紙(コ二メリ~ lF) により
仕土をした。
低温度の生成は下記により行った。
(1) 液体酸素 C -1830C) この，11に直接試料を入れる。
(2) 工チノレコ二{テJレ ( -1l30C) ヱチルエーテ;J..-を入れた容器を液体酸素で冷却し i司
体と波休の共有する状態のところに試料を入れる。
(3) モノクロルベンゼン ( -450C) ヱチルエーテルと同じ。
(4 )氷 (OOC)
(5) 恒温器 (200C) 
以上の温度に 30分間保持した後，こわしを取出し，素早く試験機にかけて試験を行った。こ
の場合各温度に対して温度の上昇程度を予め計測して柄正を施した。これを第1図に示すο馴
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焼戻のJtifyが最も大さい η 焼民の No.4，No.5は
















































焼ならし 長久 生売入 焼~
炭素鋼 No.3C. 0.47?G 
写真 4
焼ならし 焼ヘ j;)'t入焼 FZ















4) 低温におけー るシヨアー 硬度と低溢1lfi2:'f'l:との[日]fこはI白状I'i，)な喝速は見られない。
終りにあたって，本研究に関して試問の製作及び分析については日本製所主i縞日作所，液
体酸素についてl土富士製鉄室蘭製鉄所の御援助を受げた。叉宍験の'J;;fj在にあたってi土ゴ橋教官
並びに工学士;戸，j田奈彦君¥工学士駒井俊吉百に負うところ多くあわせてぞく謝の，さをぷする次第
である。
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